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はじめに（1）

〇本校の特色

・早稲田大学の系属校として、

2010年に佐賀県唐津市に開校。

→全国から生徒が入学し、多く

の生徒が寮生活を送っている。

図1 早稲田佐賀高校在校生出身地（2020年5月時点）
筆者作成

注：このほかに、海外出身の生徒が26名。

学校の所在地である佐賀県唐
津市出身の生徒はごく一部。



はじめに（2）

図2 早稲田佐賀中学校在校生出身地（2020年5月時点）
筆者作成

〇入試会場が、本校だけでなく、

首都圏・名古屋・福岡（博多・北

九州）・熊本と多い。

注：このほかに、海外出身の生徒が11名。

入学するまで、唐津にほとんど
来たことがない生徒も存在。

唐津に対する基礎知識や空間
認識は非常に乏しい。



本校の取組み

☆中学1年生

・唐津学習…鏡山登山、唐津城見学、唐津焼体験など

→唐津の歴史や文化に触れあう活動を実施。

☆高校１年生

・「大隈重信ゆかりの地探訪」を毎年実施。

→佐賀市内の大隈重信生家などを見学。

（コロナウイルス流行のため、本年度は未実施）

写真 本校の正門から見える唐津城



〇本授業実践の狙い

① 中1・高１での総合的な学習における唐津学習では、歴史的建造物

の見学や伝統文化などの体験活動が中心に展開。

② 唐津市の統計情報や佐賀県内での立ち位置、唐津市内の様子な

どに対する理解は乏しい生徒が多い。

（→コロナウイルス流行のため、入学前に家族などで唐津旅行できなかった生徒も多い。）

③ コロナウイルス流行の中で、対面ではなく「ZOOM」や「VIMEO」など

の動画配信を用いて授業を行う際に、いきなり教科書内容から学習

するのは、生徒の心情を配慮して避けたかった。



以上を踏まえて・・・

・生徒の関心も比較的高い唐津市の地域学習をおこなった。

→対象学年は、中学1年生と高校1年生。

・これから中学生の場合は6年間、高校生の場合は3年間住むことにな

る唐津市に対する興味・関心を高める。

・統計資料などの活用の仕方などを理解する。

→高校生には、地域学習を終えた後、学習していく地図の種類など

への布石としての狙い。



本校の地域学習の現状に対する本実践の役割

歴史的建造物
見学

唐津文化
体験

唐津市への郷土愛の育成

唐津市民として
諸課題に参画

統計資料の活用
唐津市の抱える

諸課題

本実践

本校の地域学習



✓授業内容

・教員が地図ソフト「MANDARA」を利用し、地図を作成。

→その地図をもとに唐津市の地域的特色などを理解する。

例）

唐津市の人口構成

佐賀県各市町村との人口比較

主要産業の比較

福岡都市圏としての唐津市の位置づけ

→通勤通学者の割合（福岡市などから電車で通学する生徒も多い）

全国や九州内の主要港との水揚げ量の比較



利用した地図の一部

図：佐賀県内の人口 図：佐賀県内の人口密度



図：唐津市内の人口密度（2015年）
国土数値情報より作成（背景は国土地理院色別標高図



図：佐賀県内における県外を含む他市町村への通勤・通学者の割合
国勢調査（2015）

図：佐賀県内における県外への通勤・通学者の割合
国勢調査（2015）



図：唐津市の唐津市外への通勤・通学者の分布
国勢調査（2015）

図：唐津市への他市町村からの通勤・通学者の分布
国勢調査（2015）



北



本実践の役割

・数字を並べるだけでなく、地図化して表現することで生徒が空間的に

唐津市の位置づけについて学習・理解できた。

・本学習のまとめとして、「唐津市と自分の住んでいる地域について、

何か一つのテーマを決めて比較して調べてくる。」という課題を行った。

→条件として、必ず地図を一つ付けることを課し、多くの生徒が本授業

内で扱った図形表現図や階級区分図を自分で作成していた。

（オンラインでの授業のため、生徒が課題を郵送して提出）











〇本学習の成果

① 本校所在地である唐津市に対する空間的理解を深めた。

② 総合的な学習など地域学習への連携

→本授業実践により、中学一年生の地域学習がより多面的・多角

的な視点から実施できるようになった。

③ 事前学習としての効果

→本校のように学校所在地以外からの生徒が多い学校や他の市町村に位

置する学校との交流の際に事前学習として、GISなどを用いて、学習するこ

とでその地域について一定の理解を得ることが可能に。



現在の学習へのつながり

【現在の学習内容】

（中学1年生）

・九州の学習の中で、唐津の事例を紹介。

→現在の帝国書院の教科書には、「唐津」に関する記載はないもの

の、大正7年帝国書院『帝国地理』には唐津に関する記載があること

を利用したり、唐津市の観光を事例に授業を展開したりしている。

（高校1年生）

・地図の学習内で、唐津の地図を用いて、地図表現の学習を展開。

・唐津市にある地形などを事例に学習。



今後の課題
・今回は、コロナウイルス流行のため、実際

に地域調査に出かけることができなかった。

→唐津を事例に生徒が主体となって、活

動・問題解決していく「地域学習」を展開し

ていきたい。

・地図ソフトを実際に生徒が利用して、地図

を作成する授業実践が行えていない。

→統計資料の提示や地域学習のまとめに

活用できるような授業実践を行えるように

今後も精進していきたい。

ご清聴ありがとうございました。
図9：九州の市町村別イカの漁獲量（2018）

農林水産関係市町村別統計（2018）より作成


